
一

土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
を
実
施
す
る
土
地
の
所
在
地
及
び
土
地
等
並
び
に
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
の
内
容

所
在
地

土
地
等

土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
の
内
容

福
島
県
双
葉
郡

葉
町
大
字
井
出
字
向

ノ
内
三
十
六
e

一

畑

除
草
、
反
転
耕
及
び
地
力
回
復
措
置

福
島
県
双
葉
郡

葉
町
大
字
井
出
字
向

ノ
内
三
十
七

原
野

刈
払
い

福
島
県
双
葉
郡

葉
町
大
字
井
出
字
向

ノ
内
四
十
四

山
林

堆
積
物
の
除
去
、
再
拡
散
防
止
措
置
及
び
常
緑

針
葉
樹
の
枝
打
ち

福
島
県
双
葉
郡

葉
町
大
字
井
出
字
向

ノ
内
四
十
五

宅
地

屋
根

堆
積
物
の
除
去
及
び
拭
き
取
り

外
壁

拭
き
取
り

雨
ど
い
（
軒
ど
い
）

堆
積
物
の
除
去
及
び
拭

き
取
り

雨
ど
い
（
竪
ど
い
）

高
圧
水
洗
浄

庭
等
（
未
舗
装
面
の
土
壌
）
堆
積
物
の
除
去
、

除
草
、
芝
刈
り
並
び
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
表

土
の
除
去
及
び
被
覆

庭
等
（
未
舗
装
面
の
芝
地
）
堆
積
物
の
除
去
、

除
草
、
芝
刈
り
及
び
芝
の
深
刈
り

庭
等
（
未
舗
装
面
の
砂
利
・
砕
石
）

砂
利
・

砕
石
の
除
去
及
び
被
覆

庭
等
（
舗
装
面
）

堆
積
物
の
除
去
及
び
高
圧

水
洗
浄

庭
等
（
植
栽
）

堆
積
物
の
除
去
、
除
草
、
樹

木
の
根
元
付
近
の
表
土
の
除
去
及
び
被
覆
並
び

に
常
緑
樹
の
剪
定

福
島
県
双
葉
郡

葉
町
大
字
井
出
字
向

ノ
内
四
十
六
e

一

畑

除
草
、
反
転
耕
及
び
地
力
回
復
措
置

福
島
県
双
葉
郡

葉
町
大
字
井
出
字
向

ノ
内
四
十
六
e

二

原
野

刈
払
い

福
島
県
双
葉
郡

葉
町
大
字
井
出
字
向

ノ
内
四
十
六
e

九

畑

除
草
、
反
転
耕
及
び
地
力
回
復
措
置

福
島
県
双
葉
郡

葉
町
大
字
井
出
字
向

ノ
内
五
十
e

一

田

除
草
、
反
転
耕
及
び
地
力
回
復
措
置

平成™œ年˜—月š˜日 木曜日 (号外第™šœ号)官 報

１
登
録
番
号
、
肥
料
の
種
類
及
び
名
称
並
び
に
生
産
業
者
又
は
輸
入
業
者
の
名
称
及
び
住
所

登
録
番
号

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

名
称

住
所

生
第
6
6
7
1
2号

液
状
複
合
肥
料
ほ
う
素
入
り
複
合
液
肥
Ｐ

Ｋ
ミ
ノ
ル
モ
ト
（
鉄
、銅
、

亜
鉛
、モ
リ
ブ
デ
ン
添
加
）

日
東
産
業
株
式
会
社

栃
木
県
芳
賀
郡
茂
木
町
大

字
茂
木
1
7
7
1番
地

生
第
8
8
6
5
7号

水
産
副
産
物
発

酵
肥
料

ホ
タ
テ
ウ
ロ
発
酵
肥
料

長
万
部
漁
業
協
同
組
合
北
海
道
山
越
郡
長
万
部
町

字
旭
浜
1
5
9番
地
の
1
0

輸
第
1
1
0
2
6号

な
た
ね
油
か
す

及
び
そ
の
粉
末
圧
搾
菜
種
油
粕

有
限
会
社
キ
ャ
ン
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

栃
木
県
栃
木
市
合
戦
場

6
2
7番
地
１

２
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ
て
は
、
含
有
を
許
さ

れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）

肥
料
の
名
称
ご
と
の
保
証
成
分
量
そ
の
他
の
規
格
（
肥
料
取
締
法
第
４
条
第
１
項
第
３
号
に
掲
げ
る
肥
料
に
あ
っ

て
は
、
含
有
を
許
さ
れ
る
有
害
成
分
の
最
大
量
そ
の
他
の
規
格
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林
水
産
省
消
費
・
安
全
局
農
産
安
全
管
理
課
に
備
え
置
い

て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
百
十
五
号

肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
肥
料
の
登
録
は
失
効
し

た
の
で
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
十
号

成
田
国
際
空
港
の
施
設
に
つ
い
て
告
示
し
た
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
の
で
、
航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百

三
十
一
号
）
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社

千
葉
県
成
田
市
古
込
字
古
込
一
番
地
一

二

空
港
の
名
称
及
び
位
置

成
田
国
際
空
港

千
葉
県
成
田
市

三

変
更
し
た
事
項
（
変
更
前
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
十
九
号
を
参
照
。）

イ

誘
導
路

延
長

三
万
千
七
百
六
十
二
メ
ー
ト
ル

ロ

エ
プ
ロ
ン

面
積

二
百
三
十
九
万
七
千
六
百
六
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル

四

変
更
し
た
事
項
に
係
る
施
設
の
供
用
開
始
期
日

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
四
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
七
十
一
号

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
運
輸
省
令
第
四
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動
車
の
運
行
に
よ
り
生
じ
た
旅
客
そ
の
他
の
者
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
損

害
を
賠
償
す
る
た
め
に
講
じ
て
お
く
べ
き
措
置
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動
車
の
運
行
に
よ
り
生
じ
た
旅
客
そ
の
他
の
者
の
生
命
、
身
体
又
は
財

産
の
損
害
を
賠
償
す
る
た
め
に
講
じ
て
お
く
べ
き
措
置
の
基
準
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動
車
の
運
行
に
よ
り
生
じ
た
旅
客
そ
の
他
の
者
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の

損
害
を
賠
償
す
る
た
め
に
講
じ
て
お
く
べ
き
措
置
の
基
準
を
定
め
る
告
示
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
五
百
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
イ
中
「
八
千
万
円
以
上
を
限
度
額
と
し
て
て
ん
補
す
る
こ
と
」
を
「
、
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者

及
び
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
て
ん
補
す
る
額
の
限
度
額
を
八
千
万
円
以
上
と
す
る
こ
と
、

一
般
貸
切
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
に
つ
い
て
は
、
て
ん
補
す
る
額
に
制
限
が
な
い
こ
と
」
に
改
め
る
。

附

則

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

第
二
条

こ
の
告
示
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
損
害
賠
償
責
任
保
険
契
約
又
は
損
害
賠
償
責
任
共
済
契
約
に
つ
い
て

は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動
車
の
運
行
に
よ
り
生
じ
た
旅
客
そ
の
他

の
者
の
生
命
、
身
体
又
は
財
産
の
損
害
を
賠
償
す
る
た
め
に
講
じ
て
お
く
べ
き
措
置
の
基
準
を
定
め
る
告
示
第
一
号

イ
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

〇
環
境
省
告
示
第
百
三
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
三
十

条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
別
地
域
内
除
染
実
施
計
画
に
基
づ
く
土
壌
等
の
除
染
等
の
措
置
を
実
施
す

る
た
め
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

œ
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